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1．はじめに

　幼児期に於 ける心 と体の 成長 は人の 一生へ の

影響が大 き く、 こ の 時期 の 養育 ・教育 の 大切 さ

は誰 もが 認め る と こ ろで あ り、幼児教育者養成

の カ リキ ュ ラ ム の 中に も対象者 の 心 と身体を理

解す る科目が 設け られ て い る 。 そ の 1 つ の 身体

面 の 成長発育 に直接関係する栄養 は生 命ある 限

り身体 内で 行 われ る 営み と して 毎 目 の 食 事に

よ っ て行わ れ て い る 。 そ こ で 幼児の 食生 活 と嗜

好 に つ い て 親 を通 して 実態調査 を行 っ た と こ

ろ 、 若干の 知見 を得た の で こ こ に報告す る 。

皿．調査

ユ　 調査方法

　幼稚園また は保育園に 通園する幼児の 保護者

に よ る ア ン ケートに よ り調査 を行 っ た 。 調査に

協力頂 い た の は公立幼稚園 2 園、公立保育園 1

園、私立 保育園 1 園で あ る。そ れぞ れ園 の ご好

意に よ り保護者に 配布 ・回収 し て 頂 い た 。 調査

時期は平成 15年 3月で ある 。

　問 1 は食生活調査 と して 子 ど もの 食生活 の 様

子や 自分の 行動 に つ い て 食欲や時刻 、 態度や 調

理な ど10項 目の 質問 をし、夫 々 の 項 目に 4 つ の

考え ・行動 をな どの 内容を提示 し該当す る 内容

に○ を付 ける設問 。

　問 2 は　保護者が子 ど もか ら直接聞 き出 した

り観察 した りし て 、 好 きな食べ 物 を挙げて も ら

う設問、問 3 は大好 きな夕食の 図示であ る。こ

れ らの 3つ の設問はB4 判 1枚に 収まる量で ある。

3 、対象者の 属性

　夫 々 の 園の ご好意に よ り209票の 回答票を得る

こ とが 出来た。そ の 内有効回答206票 の 対象者 の

年齢 、 人数、所属、男女、兄弟 関係な どを表 1

に示 した 。 幼稚園児は 5 歳児と 4 歳児の み で あ

るが、保育園児の 5， 4歳児は他の 年齢 よ りも少

な く年齢構成は 2 倍以 内、幼稚 園児 と保育園児

の 比は約 3 倍、男女比 は約 1．4で男児が多 い 。 長

子 と次子以下 の 比 は 1ユで 長子が僅 か に多 く、

．・

人 っ 子の 可 能性 は半数以下 と思われ る 。

’
2 ．調査内容

しお は ら　 つ な え （幼 児 教 育 学 科 ）
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表 1　 対象者の属性 （人）

年齢 人数 幼稚園保育園 男 女 長子 次子以下

55631 　 2521352333

44825 　 2322242820

3370 　 　 3718192414

2360 　　 3613202115

1290 　　 29ll181316

合計 20656 　 1508511610898

IH．結果と考察

1 ．　 食生活の 概況

　問 1 で は保護者を通 し て 、子 ども の 食生 活の

様子や 保護者自身の 行動 ・考え方な ど各 10 項

には それ ぞれ 4 つ の 内容を提示 した 。 　 各提示

内容は 「ご飯 もお か ずもよ く食べ る」 の よ うに

好 ましい 内容 と 「テ レ ビ を見た りして食事に集

中で きな い 」 の ように好 まし くな い 内容が 混在

して い る 。 しか も好 ましい 内容 と好ま しくな い

内容の 比率は
一

定せ ず項 7 の よ うに好 ましい 内

容の みの項 もある 。 ○印 （該当する） の 数 は 自

由と した が 厳密に 考える と どち ら に○ を付 け る

か迷 う物 もあ っ た 。

　○印の 数の 結果は表 2 の よ うにな っ た。

　項 1 ．食欲 に つ い て は a ．ご飯や パ ン など主食は

し っ か り食べ る 、 と d ．ご飯 もお か ず もよ く食べ

る 、 の 両方で 87％を占め た 。 C ．ご飯 もお かず も

余 り食べ ない 、 は 10％ 、 b．ご飯 はあま り食べ ず

おかず は よ く食べ る 、 は 20％で あ っ た 。 食欲 に

つ い て は全体回答率が 118％なの で 好ましい 結果

と言える。

　項 2．時刻につ い て もa朝 食 も夕食もだ い た い 決

ま っ た時刻で ある 、 が 83％ を占め好 ましい 結果

とな っ た 。 しか し時刻 に直接関係 しない b朝食は

食べ ない 事もあ る、が 12％ もあ っ た の は幼児期

に既 に朝食を食べ ない 子 どもの い る現実が見 え

て きた 。

　項 3．共食者に つ い て はa朝食 も夕食 も父や母 と

一緒が多 い 、とb朝 食 も夕食 も父や母 どち らか と

一緒の 両 方で 95 ％ を好ま しい 結果 と言 える 。

しか し a は b の約半数、や は り両親揃 うこと は

難 しい よ うで ある 。 そ して d．子どもだ け で 食べ

る こ と もある 、 と c 朝 食 も夕食 も父 や母 と
一

緒

で ない 事が多 い 、合 わせ て 12％ に なる 。 項 3 の

全体回答率107％ で複数回答が最 も小 さか っ た こ

とを鑑み る と幼児期すで に子 どもだけ、ある い

は
一一

人で 食べ て い る （孤食）家庭が ある事が う

かが える 。

　項 4 ．好き嫌 い につ い て はc調 理の 仕方 、 味付け

に よ っ て 食べ る 時 と残す時が ある 、 が 約半数を

占め好 き嫌 い の 流動性 ・可変性が出た 。 またa 魚

や 肉、野菜や ご飯、大抵の 物は好 きで ある 、 も

40％ 、 b野 菜 ・魚の 中に は嫌い な物 もあるがあま

り心配 して い ない 、 も42％で d．子 どもが嫌い な物

は 自分 も嫌い だ っ た 、も12％ あ り項 4 の 提示 内

容で は好き嫌 い に つ い て の 悩み を把握する事は

出来なか っ た。

　項 5．食事の 様子、は c ．好きな料理 ・食物 と嫌

い な料お理 ・食物 とで は食欲の 差 が大 きい
、 が

50％、 b嫌 い な食物は時間がか か っ た り箸を付

けよ うとしな い こ とが ある、が 40％ あ り、項 4

好き嫌い 、で は見 えなか っ た偏食傾向が 見えて

きた 。 d．テ レ ビ を見た りして 食事に集 中出来な

い 、 も33％ と多 くa食 べ る こ とが楽 しそ うで集中

して食 べ る、が最 も少 なか っ た。全体 回答率は

156％で ある 。

　項 6親 の 態度で は b食 事は大切な事 と思うが

気配 り心 くば りが お ろそ か にな りやす い 、 と反

省する親が最 も多 く、 a 食事は大切な事 と思い 気

配 り心 くば りをして い る、と努力 して い る 親、

d．子 どもの 食生活食 べ 物 に つ い て 理想 と現実の

差を時 々 感 じる 、 と悩む親の 姿 も多か っ た 。 C ．

食べ 物 に つ い て 子 ど もと会話が は ずむ 、 が少 な

か っ た の は対象者の 年齢が低 い 事に よ る と思わ

れ る。
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　項 7食 事に対して は成長に つ れ て 提示 内容全

部に○印を付けて ほ しい と思 っ た 。 a い ただきま

す、ご ちそ うさまの 挨拶をする 、 の は 82％ 、 b ．

箸 は正 しく持 っ て使 う事が 出来 る 、 は 43％で 子

ど もの しつ け、 食事 マ ナーに は努力されて い る

と思 っ た 。 c 食 器 を並 べ た りなど小さ い お手伝

い をす る 、 d 親 が 調理 を して い る こ と に興味を

示す 、 に つ い て も子 どもの 成長発達段 階に応 じ

て 興味 を引 き出す努力が され て い る と感 じた 。

　項 8．調理 に つ い て は手作 りの 傾 向を問 うた設

問で あるが 、 b ．手作 りを心が けて い るが市販の

お かず も利用する、が a．出来るだ け手作 りを心が

けて い る、をやや上 まわ っ たが両 方で 124％とな

りどち らか に態度 を決めか ね る入が い た こ とが

うかが えるが 手作 りに努力 し て い る結果 と思わ

れ る 。 そ の 中で c ．料理は 苦手時間 もな い の で つ

い つ い 市販 の おか ず も利用 する、の よ うに正直

に反省 して い る人 も見 られ た 。 d．自分以外 に料

理 をする人が い る の で 助 け られ て い る、 と答え

た 22％ の 人た ちは祖母の い る拡大家族の 人と想

像 で きるが父親の 調理へ の 参加 も含 まれ て い て

ほ しい と思 っ た 。

　項 9 栄 養食品料理の 知識で はa なん となく自分

の 経験か ら 、 が 最 も多 く、 次 い で b ．家族 や友人

など直接人か ら、 c ．テ レ ビ などマ ス コ ミ を通 し

て 、 となる 。 自分の 経験 を基に して b．また は c ．

の 方法で 情報 を多 くする努力を して い る積極性

が うかが える。

　項10．子 ど もとの 関 りで はa 子 どもの要求を取 り

入れ なが ら も自分の 考 えで 献立 を決め る 、 が 83

％で最 も多か っ た 。 こ れは食生活の責任者と し

て は非常に大切 な こ とで あ り子 どもに と っ て は

自分 の 要求が 受け容れ られ た と言 う満足感信頼

感が あ る 。 親の 方で は子 ど もの 要 求の 負 の 面 を

気付かれ な い 程度 に訂正修正で きる能力を持 っ

て い る こ とに な る 。

表 2　 食生活の 状況． 回答率

項 ・主 題 内　　　　　　 容 回答率 項 ・主題 内　　　　　　 容 回答率

1食　　欲

乱 ご飯やパンなど主食はしっかり食べ る。

b，ご飯はあまり食べずおかずはよく食べる、

c，ご飯もおかずもあま喰 べ ない。

d，ご飯もおかずもよく食べる、

50．021

．410

．23696
親 の 態度

・食事は大切と思い気配り心くばりをしている，
・
食事は大切と思うが気配り心くばりがおろそかになる，

喰べ物について子どもと会話がはずむ、
・子どもの食生活・食べ物について理想と現実の差を感じる

38，848

．120

．436

．9

2 食事の 時刻

嘲 食も夕食も決まっ た晦 L

嘲食は食べ ないこともある。

・
夕食の時刻は日によっ て1時間以上の差。

・あまり気にしていなく事情によっ て早い遅い

82．511713

，67

．8

7 食事 に 対

　して

・いただきます、ご馳走様の挨拶をする、
・
箸は正しく持っ て働 黝咄来る，

・食器を並べたりなど小さなお手伝いをする、

・親が調理していることに鰍 を示す。

81．643

．263

．665

，5

3 ，共 食 者

嘲食も夕飢 父や母と
一
緒が多い。

・
朝食も夕食も父や母，どちらかと一緒が多い 。
・朝食も夕食も父や母と一緒でないことが多い 、

・子どもだけで食べることもある。

33．062

，64

．47

．38

調　　理

・出来るだけ手  を心がけている。
・手作りを心がけているが市販のおかずも利用する。

・料理は苦手，時間もないのでついつい市販のおかずも利用する。
・自分以外にも料理をする人がいるので助かっている，

58．366

．06

，321

．8

4好 き嫌し・

漁 や肉、野莱やご飯大抵の物は好き。
・
野菜

・
魚の中には嫌いな物もあるがあまり心配しない、

・
調理の仕方や味付けによっ て食べ る時と残す時

・子どもが嫌いな物は自分も嫌いだっ たと思う、

39．541

，748

，511

．6

9．栄養食品

料理 の 知

　識

・
何とな伯分の纖 から。
・
家族や友人など直接人から。

・
テレビなどマスコミ樋 して，
・学校で基本を学んだ。

72，851

．943

．713

，6

5 食事の 様子

・食べる事が楽しそうで集中して食べ る。
・
嫌いな食物は時間がかかっ たり箸をつ けようとしない

、

・
好きな食物料理と嫌いな料理食物では食欲の差が大きい 。

・テレビを見たりして食事に集中できない、

26，744249

，533

．5

10子 ど もと

　　の 関り

・子どもの要求を取り入れながらも自分の考えで献立を決める，
・
買い物に

一
緒に行っ て食品食物を選ぶことがよくある。

・献立は大人より子どもに合わせることが多い。

・食事時刻は大人より子どもに合わせることが多い。

83．020

，416

．037

．9
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　40の 提示内容 の 中で 80％以上 の 回答率 を示 し

た の は項 2 ．a朝食 も夕食 も決まっ た 時刻 、 項 7　．a．

い た だ きますご ちそ うさまの挨拶 をする 、 項10．a

自分の 考 えで 献立を決め る 、 の 3 つ あ り、 項10．a

が最 も高か っ た 。

2 ．好 きな食べ 物に つ い て

　 「偏食」 に焦点を当て て の 調査で ある が 、 好

きな食べ 物 ・嫌い な食べ 物の 両面か らの 調査 は

あえて せず 、 好 きな面の み の 調査 を行っ た 。 そ

の ため に 食べ る場所な ど条件を、（あ）幼稚園保

育園の 食事 、 （い ）家庭で の 食事 、 （う）市販品の 3

つ と して 広 い 立 場で答えて もらうように配慮 し

た 。

　そ の 結果 （い ）や （う）は子 どもの 様子や問 い か

けで判断出来 るが （あ）の 条件で は年少児 の 回答

は無理 で あ っ た の で 年少児の 回答率は低か っ た 。

そ して（あ）（い ）（う）の 欄に重複回 答も見 られ た の

で重複 した物 は
一

つ とみ な して集計 を行 っ た 。

（あ）（い ）は 5 つ まで （う）は 3 つ まで と した の で

一
人最大 13 品 目で あ る 。

　　　　　　　　　表 3

　回答 された食物料理 は1800余 に の ぼ り多岐多

様に 亙 っ た た め 次の よ うに分類整理 した 。

　A ．ラ イス ・パ ス タ など主食副食兼用の 一晶完

結型料理 （以下 、 主 副兼用料理 と記す）　 B ．動

物性食品を主 材料 に した料理 （動物性料理） 。

　C 動 物性食品 。　 D ．植物性食品を主材料に し

た料理 （植物性料理）。　 E ．植物性食品。　 F ．

おや つ （お菓子 ・飲み物） 。

　上 の よ うに分類整理 した結果 を表 3 に示 し

た 。 重複回答は 1 つ とみ な した の で
一

人 当た り

9 ． 0 品目とな る。最 も多か っ た の はA ．主副兼

用料理 で 総数 680 、一
人 当た り3 ．3 の 回答を

得た 。 美味 しさ、簡便さ、汎用性、知名度な ど

様 々 な要因が 関係 して い る と思われるが 、 対象

者 を子 どもに 限 らな くて も大差 の 無 い 結 果 に

なっ た と思われ る 。 次がB動 物性料理、D ．植物

性料理 と続 く。

　 C．動物性食品 、 E．植物性食品の よ うに食品名

単独で 記入 された もの は料理名 よ り少なか っ た

が、 C，動物性食品、よ りもE ．植物性食品の 方が

多か っ た 。 それ は植物性食品に は果物 の よ うに

好きな 食べ 物 （料理 ・食品 ） の 回答数 （一人 当た り）

回　答　数 回　答　数
種　　類

全　体 （一　人）
種　 　類

全 　体 （
一

　人）

A 主 食副食兼用料理 680 3．3

B ・D ．料理 （副食） 809 3．9 動物性食品主材

植物性食品主材

503306 2 ．41

．5

C ・E 食 品 297 1．5 動物性

植物性

118179 0 ．60

．9

料理 （副食） ・

食物食品

動物性食品 ・料理

植物性食品 ・料理

621485 3．02
．3

F ．おや つ 78 0．4

計 1864 9．0

表 4 　好まれ る主食副食兼用 料理

種　　類 出現数 種　　類 出現数 種　　類 出現数

（あ｝カ レー 144 （お）ラーメ ン 73 （き涛 司 22

（い ）チ ャ
ー

ハ ン 70 （か）肉まん 50 （き）お に ぎ り 9

（う》ス パ ゲテ ィ 80 （か）ハ ン バ ーガ 37 （く）グ ラ タ ン 56

（え）うどん 72 （か）サン ドウ ィ ッ チ 24
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本来調理を行わ ない 生食す る食品が多数ある た

め で 、 動物 性食 品の 食 品 と して の 肉 ・魚 や ハ

ム ・か まぼ こ な どの 加工食品よ りも身近な存在

であ るため と思 われ る。

　B．動物性料理 と C ．動物性食品 を加える と621と

な りA 主副兼用料理 に近 づ き、D ，植物性料理 と

．E 植物性食品を加 えた 485品よ りも多か っ た 。

こ の 事は好 きな食 べ 物 は動物性食晶の 方を よ り

強 くイ メ
ー

ジ しやす い た め と思 われ る。また A ，

B ℃ を合計し た料理 の 数 は全体の 83 ％ に もな

り、子 どもは好きな食 べ 物、即ち好きな料理 と

捉 えて い る傾向が 示唆 され た 。

　料理 は食 品 （素材材料） の 種類 と取 り合 わ

せ 、調理方法（煮 る、焼 く、揚げる など｝と味 ・調

味を基本 と し て 作 られ た総合化 され た 物 で あ

る 。 そして 盛 り付 け 、 配膳 、 食べ 方 （は し、 ス

プーン 、 骨皮 など の 有無） 、 調理者 、 共食者 な

どの 食卓環境 に支配される 。

　副食料理 の 分類 は複雑で 結果を考察す る に は

非常 に困難で ある が 、 最 も多 くあげ られた A ，主

副兼川料理 に つ い て もう少 し詳 し く知 りた い と

思 い 分類を試 みた 。

一
般の 分類で は、飯、麺 、

パ ン な ど素材の 違 い 、調味料の 種類、調理方法

の 違 い な どで 分類 され る。 しか し了 ど もの 場

合、特に年少者は手で 食べ る、は しや ス プ
ー

ン

を使う、な ど の 食べ 方の違 い 、汁の 有無そ の 他

め ざす物の 口 に人 りやす さな どに も影響 を受け

る と思 われ る 。 そこ で 次 の よ うに分類 し て み

た 。

（あ）カ レー
ライ ス 、 A ，主副兼用料理 の 代表格

（い ）チ ャ
ーハ ン に代表 され る 、 飯 を主に具が初

　　　　　 　　　 表 5

めか ら混合 した物 。 混ぜ ご飯 、 ピラ フ 、 赤飯 な

ど。 ス プーン が使 える 。

（う）ス パ ゲ テ ィ 、 焼 きそば 、 お好み焼 きな ど麺

と具が
一
体とな っ て い る物。

（え）汁うど ん ・蕎麦、

（お）ラ ーメ ン

（か ）肉 ま ん、シ ュ ウ マ イ、ハ ン バ ー
ガ

ー、ピ

ザ、サ ン ドウ ィ ッ チ な ど小麦粉製品 。 手で 食べ

られ る。

（き）す し、お に ぎ り、な ど ご飯料理 。 手で 食べ

られ る 。

（く）グ ラ タ ン 、そ の 他 。

　 上の よ うな分類 を参考 に結果 を表 4 に示 し

た 。 但 し （か）は 肉 まん ・シ ュ ウ マ イ ・餃子 ・た

こ焼 ；ハ ン バ ーガ ー ・ピザ ；サ ン ドウ ィ ッ チ ・

各種 パ ン の 3 つ に分け、（き）はす し ；お に ぎり

の 2 つ に分けて示 した 。

　や は り（あ）カ レー
ライス をあげた人の 割合が

最 も多 く、 次い で （う）ス パ ゲ ッ テ ィ 、 （お ）ラ ーメ

ン
、 （え）うど ん 、 （い ）チ ャ

ーハ ン と続 く。 （き）お に

ぎり、 お寿司 な どご飯物が少 な く、 （か）サ ン ド

ウ ィ ッ チ も少 なか っ た 。 こ の 結果か らは 、 手 ・

箸 ・ス プー ン な ど食べ 方の 違 い はあま り影響 し

て い な い よ うに 思 われ た。

　全体 と して 米を主 に する（あ）、 （い ）、 （き）と小麦

粉を主 にする （う）、（え）、 （お）、 （か ）で は後者が 多

か っ た 。

3 ．子 ども の 好 む家庭 の 夕食

　こ の 設 問は提示 した参考図を見て 、一
人分の

配膳、器 、 盛 り付 け、中身、材料な ど を図で示

図示 された夕食の器，出現割合と
一人当た り器の種類数

器の 数 6個 5個 4個 3個 2個 1個

割合％ 2．5 13．4 25．5 31．8 14．0 3．2

器の 種類 皿 鉢 そ の 他

一
人当た り 1．76 個 1 ．52 個 0 ，18 個
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す もの で 前2問 と比 べ る と相当面倒で ある 。 しか

し157名 、 約4分の 3 の 人 に応 じて もらえた 。 大

小の ○に 献立 名だ けの 本当に 略図的な絵か ら、

皿 や小 鉢や 料理 な ど精緻 な もの ま で 色 々 あ っ

た 。

　図か らは
一

つ の 器 に料理 が
一

品とか 2 品とか

分か り易い 図 もあ るが、献立表にはな っ て い な

い の で 先ず食器の 数 を調 べ た。器 の 種類 を（あ）

平 た い 皿 、 浅い 鉢 （以 後皿 と記す）、（い ）椀 ・

碗 ・深鉢 ・汁用 カ ッ プ （お碗）、お よび （う）飲

み 物用 の コ ッ プ ・市販 品そ の ままの 紙製容器

（コ ッ プ） の 3種類 に分 けた 。 こ の 方法 で は カ

レー
ラ イス は （あ）皿 、にな る が 、 飯 も汁 も（い ）

お碗 にな り、サ ラダは （あ）皿 に も（い ）お椀に も

入れ る 、 とい うよ うに料理の 分類 とは必ず しも

連動 しない が結果は表 5 の よ うに なっ た 。

　器 の 数は3個が最 も多 く、次が4個、1個の みや

7個の例 も見 られ た が 3個 と4個の 両者で 57％ 、 90

名で ある 。 器 の種類で は （あ）皿 と（い ）お碗で は

大 きな違 い は なく（う）コ ッ プは僅かで あ っ た 。

　全体で は平均3．46個 となっ た 。 そこ で 平均数に

近 い 器数3個 と4個の 人 90人 に つ い て 献立 構成な

どを調 べ てみ た 。 　 初め に 「主食 と汁」 の 形態

に つ い て表 6 にまとめ た 。 主食は飯 （米） と小

麦製品に 分け 、 更 に飯 は 白飯 と 、 混ぜ ご飯や カ

レーラ イ ス などをその 他の 飯 と して 2 群 に分け

た。汁は み そ 汁と、ス ープ ・そ の 他の 汁に 分け

た 。

　その 結果 、 主食で は飯が 大多数 を占め た 。 中

表 6　 主食と汁の組み合わせ形態人数

形　　態 人数 形 　　態 人数

白飯 とみ そ汁 29 飯 と他 の 汁 7

他の 飯 とみそ汁 12 麺 と汁 4

白飯 とス ープ 5 飯 または汁無 し 18

他の 飯 とス ープ 15 計 90

（器数3個 ・4個の 90 名）

で は 白飯 とみ そ汁の 組み合わせ が最 も多 く、 そ

の 他の 飯 とみ そ汁の 組み合わせ も多い 。み そ汁

は主食の 種類 を問わず 、 44％の 子 ど もが 好 きな

夕食と して 選ん で お り和食の 伝統 が家庭で 受け

継が れ て い る こ とは非常に良 い 事だ と思 っ た 。

しか も栄養的 に み そ汁の 効用 も証明 され て い る

現状 で ある 。 次 い で飯 とス
ー

プ の 組み合わせ が

多く、飯 の 種類では そ の 他の 飯 との 組み合わせ

が 白飯 との 組み合わせ よ りも多か っ た 。 また 、

他の 飯 との 組み合わせ で はみ そ汁 とよ りもス ー

プとの 組み 合 わせ が 好 まれ て い る結果 とな っ

た 。 　 飯は あ るが汁 の な い 例が 10、飯は な い が

汁あ りの 例は 7あ っ た 。

　次に動物性食品を主材料 にする料理 、 即ち主

菜、表 3 の 分類で はB．動物性料理に つ い て 調べ

た 。 　 主菜 の 種類 とそ の 入数を飯 と汁の 整 っ た

もの と片方の み の 物に分けて表 7 に示 した 。
ハ

ン バ ー
グが最 も多 く、 次が 焼 き魚 にな っ た の は

意外で ある 。 フ ラ イ、か ら揚げに 次い で 煮魚が

あり、こ の 結果だけか らは断言で きない が 魚 も

肉に劣 らず子 ど もに好 まれ て い る こ とが分か っ

た 。 また主菜の ある 人は飯 と汁の 整 っ て い る夕

食が 多 く、 特 に揚 げ物で は全員で あ る 。

表 7　 主な主菜の種類と人数

種　類 主食 ・汁あり 片方の み 計 種　類 主食 ・汁あり 片方の み 計

ハ ンバ ー
グ ／ 8 2 20 煮　 　　魚 3 1 4

焼　き　魚 7 3 ／ 0 焼　　　肉 1 1 2

フ　 ラ　 イ 5 0 5 ト ン カ ッ 1 1 2

か ら揚 げ 5 0 5 計 40 8 48

（器 数、3個 ・4個の 90 名）
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　 こ こ に あが っ たハ ン バ ーグや フ ラ イ ・か ら揚

げな どの 主 采は 付け合わせ を要 し、野菜 を主に

す る もう
一

品が必用 となる 。 そ こ で 飯 と汁が

整 っ て い て ハ ン バ ーグ を主菜 とする 18人 の 、他

の 料理 に使用 され て い る食品を調べ た 。 野菜の

み の 人 は10人 、野菜に他の 食品が加わ っ て い る

人 は 8 人、芋 の あ る人は 3 人、飲 み物は 2 人 と

な り、 肉料理 に野菜 とい う組み 合わせ が多 く、

味や栄養の バ ラ ン ス を考えた献立 が子 ど もに も

受 け容れ られて い る こ とが うかが わ れ る 。

　好きな食 べ 物 の 内、主食副食兼用料理 では表

4 に示 した よ うに カ レー
ラ イ ス が最 も多か っ た

が 、こ こ で も好 きな夕食 として カ レーをあげた

人 が最 も多 く14人だ っ た 。 カ レー以外は チ ャ
ー

ハ ン、オ ム ライ ス 、チ キ ン ラ イス 、炊 き込み

飯、ス パ ゲ ッ テ ィ な どがあるが何 れも 1 〜 3 人

に留ま っ て い る 。 カ レ ーの 14人の 内13人は器 3

個の 人で あ り、 器3個の 献立として好 きな夕食 と

して 支持 されて い る 。 こ れは カ レ ーの 持 つ ボ

リュ
ーム感、好 まれる 味 ・触感、満足感 など他

の 料理で は 追随で きない 個性 を持 っ て い る ため

と思 っ た 。 カ レーの

場合 、 みそ汁 ・ス ー　　　　　　　 表 8

プ な ど汁 付 きが 8

人 、サ ラ ダ付きが 11

人、飲み物が 7 人、

カ レー用薬味
一一

人 と

非常に類型化 され て

い た 。 こ の 事は また

作る側に とっ て も他

の 献立 につ い て 思 い

悩 まな くて 良い 利点

に な っ て い ると思 っ

た 。

　今 まで は料理の 視

点で 見て きた が単品

の 食品に つ い て見 て み た 。

一
般に子 ど もが 嫌 い

と思われ て い る魚は前述 の とお り19人が好 きな料

理 とし て あげて い る 。 野菜で は に ん じ ん 、
ピ ー

マ ン が嫌 い な代表 と思 われ て い るが カ レ
ー

や シ

チ ュ ウの 中に はに ん じん は必ず入 っ て い る と思

われ る。また 図中に は単独 記入 と して 、付け合

せ の に ん じん の グ ラ ッ セ 、煮物 の 中 の に ん じ

ん、サ ラ ダ の にん じん、み そ汁の 具 の に ん じん

な ど10例 見 られた 。 こ れ らの 事か ら
一

般 に思 わ

れ て い る ほ ど子 どもはにん じん嫌 い で は な い よ

うに思われ る 。 しか し ピー
マ ン の 単独記入は 1

例 もな くこ の 調 査結果か らは、ピー
マ ン はや は

り子 どもに とっ て苦手 と思われ る 。

　幼 い 子の 教育は良 い こ と、 好ま しい こ とな ど

肯定出来 る事 は積極的に教えて も、否定的なこ

とはなる べ く意識 させ ない ほ うが 良 い とされる

が 、 こ の 調査で は 「嫌 い 」 と言う否定的 な こ と

につ い て の 質問で はな く 「好 き」 に回答 したか

否かの 結果か らの 判断だ っ た の で こ の ような結

果 に なっ た と も考えられる 。

年齢別 に見 る食生活状況 の 回答割合 （％）

項 内容　　　　　年齢 5歳児 4 3 2 1 平均 変動係数

1 主 食は し っ か り 40 52 49 56 62500 ．35

2 決 ま っ た時刻 86 75 81 86 83830 ．11

3 どち らか と
．・
緒 63 63 65 56 69630 ．15

4 食べ る時 と残す時 4152 49 47 5949o ．27

5 食欲の 差大 きい 50 44 57 44 55500 ．23

6 気くば りお ろ そ か に 39 58 54 47 41480 ，34

7 い た だきます 89 75 81 81 79820 ．13

7 箸は正 し く 48 64 43 42 7430 ．97

7 小 さな手伝 い 55 77 65 64 55640 ，28

7 調理 に興味 50 75 76 81 48660 ．46

8 手作 り、 市販品 68 60 62 67 76660 ユ8

9 自分 の 経験 77 69 68 69 83730 ．18

10 自分 の 考 えで献立 93 83 87 81 6283028
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4．年齢段階別に見 る食生 活

（ユ）食生活

　 1食 生活の 概況で は、10項 目 に亘 る全体の 結果

を述べ た 。 しか し対象年齢構成 は 、 対象者の 属

性か らもは っ き りして い るの で 年齢に よ る発達

が影響 して い るか を探ろ うと思 っ た 。 そこ で 10

項 目の 各項 目内で 最 も割合の 高 い 結果 に なっ た

提示内容の 年齢別の 平均値 とそれ らの 変動係 数

を求め て 表 8 に示 した 。

　項 2 の 決ま っ た時刻 と項 7 の 挨拶 、 項 3 の ど

ち らか と
一

緒は年齢に よ る差が比較的小さか っ

た。項 2 と項 3 に つ い て はそ れ ぞれ の 家庭 の 食

事時間や食習慣 は子 ど もに あまり影響されずに

決ま っ て しま っ て い るた め、項 7 は 1 歳位で 上

手下 手関係な く家族 の 意 識 が 影響 して い る た

め、と思われ る。 しか し箸に つ い て は年齢に よ

る発達過程が 最 もは っ きり表れ た。 1 歳で は 7

％ にす ぎな い の に、 2 歳 で は40％ に達 し 3 歳で

は殆 ど変化 な く 4歳で多 くなる もの の 5歳で は

半数に下が っ て い る 。 箸 の 持ち方は 2 〜 3 歳 こ

ろ に しっ か りと教 えな い と機会 を失 っ て しまい

小学生 以 上 に な っ て も正 し く箸 を持 つ 事が 出来

な い 状態が続 く事が示唆 され る 。

　そ の 他で は項7調理 に興 味、や項 1 主食は しっ

か り、項6気 くば りおろそか の 設問で 年齢差が大

きい 。 そ して 項7調理 に興味は 4 歳か ら2 歳 まで

は割合は 大 きい が 年長の 5 歳は小 さ く 1 歳 と変

わ らない
。 こ の 事は項7小さな手伝 い も同じよ う

な傾向を示 して い る 。

（2 ）好きな食べ 物

　1食 生活の 概況 と同 じよ うに 、 2　．kiきな食べ 物

も年齢 別 に 表 し 、 変 動係 数 を求 め表 9 に示 し

た 。

一
人 が あげた食べ 物の 数は年齢 と共に 多 く

な っ て お り食べ 物へ の 意識が高 まっ て い る こ と

が うかが えた。お や つ と植物性食品の 差が大 き

く、 お や つ は 1歳 とそれ以 ．ヒの 年齢で 2 倍の 開

き、植物性食品は 3 歳以上 と 2 歳以 下 で 約 2 倍

の 差が あ っ た 。 次 い で 差が 大 きか っ た の は動物

性食品で 4歳以上 と 3 歳以 下 で差が あ り、植物

性料理 ・食品 も 4歳以 上 と 3 歳以 下で差が あ っ

た 。

　植物性に 比 べ て 動物性料理 ・食品の 差 は小 さ

く、 主食副食兼用 も差は 小 さか っ た 。 主副兼用

料理 は回答率 も高か っ た の で年齢 を問わず好ま

れる食物 とい える 。

　好 きな食べ 物の 回答数 を表 3 にあげたが 、個

人が ど の 範囲の 食物 を答えて い る か を調 べ て 見

た 。

一
般に は 、 好 きな食 べ 物 と聞かれて A か らF

まで の 中の 不特定 な物 を若干数答 えるが 、 こ の

調査 で は園 、 家 、 な ど と条件 を付 け最大 13 種

だ っ た の で食事の 立場か ら F お や つ を除外 し、

A 〜B ま で の 5グ ル ープ と、一
人 の最大回答数13

との 関係を見た 。

表 9　 好 きな 食べ 物、年齢別回答割合 （％）

　　　 年齢

種類
5歳児 4321 平均

変動

係 数

主副兼用 3842343331370 ．25

料理 （動） 3027282520270 ．29

料理 （植） 171420151816O ．32

食品（動） 5588860 ．53

食品（植） 6981615100 ．91

動物性（料喰〉3532353328330 ．18

植物性（料・飼 2222283 ユ 33260 ．40

おや つ 4334841 ．05

食べ 物総数 5764323213072291864

一
人平均 10．5908 ．78 ．57 ，990

表 10 好きな食 べ 物、バ ラン ス度

　　 年齢
　　　　 　 5歳
バランス

4歳 3歳 2歳 1歳 全体

A 　 　 　 89 ＆321 ．68 ．31Z2121

B　 　 　 39．331 ．354 ．144437 ．94 α8

C　　　85．783 ，389 ．28 α1759845
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　主副 兼用料理 （A ）、動物性料理
・食品 （B と

D）、植物性料理
・食品（C と E）の 3 グ ル ー

プ を挙

げた人 をバ ラ ン ス度C とした 。 次い で 主副兼用料

理 （A ）、動物性料理 （B）、植物性 料理（C）、お よ

び 動物性食品また は 植物性食品 （D また は E）の

4 グ ル ープを挙げた入 をバ ラ ン ス 度B 、 5グ ル ー

プ全部 を上 げた人 をバ ラ ン ス度 A と して 年齢別

に表10に示 した 。

　バ ラ ン ス 度C で は 85％ 、 残 りの 15％ は 主副兼用

料理 （A ）など特定の グ ル ープ に偏 っ て い る 。
バ

ラ ン ス 度Bで は 半減 して 41％ 、
バ ラ ン ス 度A で は

更に 少な く12％ で ある 。

　年齢別に見 る と 3 歳で は どの バ ラ ン ス 度も最

高の 値だ っ た。 こ の 調査 は元 々 保護者の 手を通

して 行われ た もの な の で 子 ど もの 本当 の 実態 と

は
・致 しな い か もしれ な い が、 3 歳 と い う年齢

には意味が あ る の で はな い か と思 われ る 。 例 え

ば大人 の 働 きかけ次第で 好 きにな っ た り、好 き

と思 わせ て 好 きに な る と い うこ と が可 能な の で

はな い か 。 い わゆ る食教育の 大切 な時期、効果

の現れ る年齢で はな い か と思われ る 。

（3 ）好 きな夕食

　 3 。子ど もの 好む家庭 の 夕食で も述 べ た が こ

の 設問に 回答 した 人は対象者の 67％で ある 。 そ

して 器の 数か ら平均値 3 ．4 の 数に 近い 3個 と4個

の 人90人 に つ い て 主食と汁の 組み合わせ 形態や

主催の 種類 に つ い て 表 6 、 7 で 表 した。表11で

は飯 と汁 、 主 菜な ど図示 された 内容を年齢別 に

調べ て 表わ した。対象者の うち、図を書 い た入

の 割合は 3 歳が 80％ で多 く、 2 歳 が 50％ で少 な

か っ た。器数 3個 ・4個 の 90名はほ ぼ対象者数 と

比例 した の で 年長者 の 人数が 多か っ た。

　主菜 の あ る人 は 90％ に ヒりよ い 結果 だ っ た

が、 ユ歳児でや や少なか っ た の は乳児 も含 まれ

て い て離乳 食の 子 もい るた め と思われ る 。 主食

表 M 　好きな 夕食を 図示 した人 につ い て （人数）

年　　齢 5 歳 4 歳 3歳 2 歳 1 歳 全体

対象者数 5648373627206

図 を書 い た 人 数 3835301821157

器数 3 ・綱 の 人数 232218141390

同上 の 内

主 食 と汁あ り
2 ユ 1512111372

主菜または繝 料理あり 222017 ユ 21081

ハ ンバーグス テ
ーキ 6344315

焼 き魚
・
煮魚 2153320

フ ラ イ 2210O5

か ら揚げ 311005

カ レ
ー

ラ イ ス 2533215

と汁の 両方あ り、は 1 ，5， 2 歳児で 多 く、カ

レ
ー

をあ げた 15人 は 4 歳児が多か っ た が こ れ ら

の 事は年齢 との 関係は あ まり見えて こ な い 。 し

か し焼 き魚 ・煮魚は年少者に好まれ る傾 向が 見

え、同 じ魚で もフ ライ　（揚げ物） は年長者に、

そ してか ら揚 げ （揚げ物） も年長者 に多い 。

　噛み砕 きや す い ハ ン バ ー
グが他 の 肉料理 よ り

も年齢を聞わず好 まれ、ほ ぐれ易い 魚 の テ ク ス

チ ャ
ー

が年少児に好 まれ て い る こ とか ら年少 の

子 ど もに と っ て 「噛む」 と言 う行為が 好 きな食

べ 物に強 く影響 して い る よ うに 思われ る 。 噛 む

と い う行為か ら主 食 副食 兼用料理 を見 る と カ

レ ーラ イ ス の 肉以 外 は 食 べ 易 い 形状 の 物 が 多

い
。 好 きな主食副食兼用料理 を分類 した時に食

べ 方の 違い 、 口 へ の 運 びやす さ ・入れや す さも

考慮 した が そ こ で は は っ き りした結果 は 出 な

か っ た。しか し食べ 易さ、噛み 砕 き易さ、飲み

込み易 さな どを考 える と主食副食兼用料理は こ

れ ら の 条件 を満たす もの が多 い
。 しか し幼児期

か ら成長 して も軟 らか い 食物 を好み歯や 顎の 発

達 を阻害 して い る事 も問題 にな っ て い る の で噛

む こ との 大 切 さ も指導 しな け れ ば な らな い と

思 っ た 。
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IV．おわ りに

　筆者は こ れ まで 調査対象者本人に ア ン ケ
ー

ト

調査 を行い
、 食生活 の状況や食事の 内容 、 栄養

の 評価に つ い て 調べ て きた 。 今 回は対象者本人

か ら回答 を得 る事は 出来ない の で 母親 を通 して

の 回答 とな らざるを得なか っ た 。

　 しか し設問の 内容は実質母親 自身に対する 問

い もあ る 。 特 に 問 3 で は 、 子 ど もの 好 きな夕食

を図示 した母親は 回答へ の 熱意 と子 ど もへ の 願

望、観察力が必 要で あ る 。 そ し て 問 2 の よ うに

単品の 食べ 物 の 羅列 で は な い の で
一食 と して の

献立 構成能力な ど母 自身の 能力 も見 えて 来る 。

こ の ような面か ら問 1 の 食生活の 状況 に つ い て

母親の 態度 と子 どもの 態度の 関連を探 り、そ の

結果か ら問 3 を考察 で きれ ばと試みたが 能力不

足で 出来なか っ た の は残念で ある 。 初め に も述

べ た よ うに 実態調査 の ほ ん の 1 歩に しかす ぎな

く、 調査 を重 ねる事 で 子 どもの 心身ともの 健や

か な成長をは かるた め の ア ドバ イス が 出来る よ

うに した い と思 っ た 。

　最後 に本調査 に ご協力 い た だ い た 園 の 関係者

並び に ア ン ケ
ー トに参加 い た だ い た保護者の 皆

様 に深謝申 し上 げます 。

食生活研究voL23 ，　No．62003
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